
美深町における地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業最終年度）美深町における地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業最終年度）

美深町は、過疎化に伴う鉄路や民間バス路線の廃止によって、鉄道廃止代替
バス、町営バス（スクールバス、福祉輸送）等で市街地と周辺の集落間の公共
交通機関を確保している。人口の減少とマイカーの普及によりバス利用者数が
減少し財政負担が増加しているため、効率的で利便性の高い交通形態の検討が
課題となっているほか、高齢化の進行による市街地内での短距離移送の需要も
高まっていることから市街地バス等の確立、「仁宇布線」におけるデマンド型
運行の導入、スクールバス混乗路線の利便性の確保、「恩根内線」バスにおけ
る利便性向上等により、需要に応じた効果的・効率的な公共交通の構築を図る。

美深町地域公共交通活性化協議会開催状況美深町地域公共交通総合連携計画の目標

① H23.6.6 第１回協議会を開催〈出席委員16人〉
【議事】地域公共交通確保維持改善事業の実施について

活性化協議会収支予算(案)について
仁宇布線デマンドバスの実証運行試験について
市街地フレックスバスの実証運行試験について

ほか
② H23.9.7 第２回協議会を開催〈出席委員18人〉
【議事】 自家用有償旅客運送者の登録更新について

ほか
③ H23.9.29 第３回協議会を開催〈出席委員17人〉
【議事】 市街地フレックスバスの実証運行試験について

ほか２３年度総合事業計画の概要

(２)仁宇布線デマンドバスの実証運行(１)市街地フレックスバスの実証運行 (７)利用促進策(２)仁宇布線デマンドバスの実証運行

○運行期間 ： H23.7.1～H24.3.31
○運行方法 ： デマンド予約型運行
○運行エリア： 仁宇布、辺渓、東地区
○運行本数 ： １日５便
○運 賃 ： 距離に応じ200円～550円
○運行事業者： 名士バス㈱

○運行期間 ：H23.11.1～H24.3.31
○運行エリア ：ﾌﾚｯｸｽ型(ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型)に

よる運行
南、東、北の３エリア
停留所数１０２か所

○運行本数 ：１日８便
○運 賃 ：１乗車につき１５０円
○運行事業者 ： ㈱美深ハイヤー

(１)市街地フレックスバスの実証運行

(３)観光事業への利用促進

町内仁宇布地区の観光における公共交通の
利用実態把握及びＰＲ

(４)運行試験調査業務委託

実証試験中の乗車状況、利用者アンケート
を実施
〈ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ､ﾌﾚｯｸｽﾊﾞｽ～各3回実施〉
～美深町シルバー人材センターに委託

(７)利用促進策

バスの利用方法などについて､チラシ、
回覧、防災端末などを活用して情報提
供した

防災端末掲載内容
(５)車両購入

フレックスバス[市街地]：10人乗ﾜｺﾞﾝ１台
デマンドバス[仁宇布]：15人乗ｺﾐｭｰﾀｰ１台

(６)スクールバス利便性向上事業

スクールバスのフリー乗車及び増便を検討
１



２３年度事業の実施状況

１)プロセス、創意工夫

２)運行エリア〔市街地フレックスバス〕

３)市街地フレックスバスの利用実績

○ 協議会において、路線、時刻、運賃、バス停箇所などについて審議
をして決定した〔仁宇布線、市街地〕
○ 事業の周知のため、町内の高齢者大学での説明実施やＰＲ用パネル
を作製して公共施設等に表示した〔仁宇布線、市街地〕
○ 適時ローカル新聞紙に情報を提供し、運行に関する記事を掲載して
利用をＰＲした〔仁宇布線、市街地〕
○ 今年度全戸に設置された光ファイバー網による防災端末装置を用い
て、運行の周知やＰＲを行った〔仁宇布線、市街地〕
○ 短期間の実証であり、バス停設置等の経費を節減するため、布製の
バス停を作成して設置した〔市街地〕
○ 乗車時の混乱等緩和のため、回数乗車券や前売券を販売〔市街地〕

○ 市街地のフレックスバスは、11月１日から運行を開始した。11月の
乗車数は207人、１日平均7.7人と昨年のコミュニティバスの平均6.3
人を若干上回る結果であったが、12月には大幅に利用者が増加し､利
用者数は329人で前月比122人増、１日平均では12.2人で前月比4.5人
増となり、昨年のコミュニティバスの約２倍の乗車数となっているこ
とから一定の浸透が見られていると言える。
しかし、１便と８便の利用が極端に少なく、アンケート調査では９
時、１３時の運行や日曜日の運行を望む声もあることから、実施にあ
たってはダイヤ変更なども検討が必要。
○ アンケート結果によると、買い物利用が２７％、通院が２１％であ
り､当初の予想どおり高齢者等の日常の足としての利用が多いが、一
方で、文化会館の利用や趣味のための利用なども２６％あり、高齢者
等の生きがいづくりにつながっていると考える。
○ 心配された電話予約に関しても大きな混乱はなかった。
○ 利用者のほとんどは継続運行を希望するとの結果が出ている。

平成２３年１１月 フレックスバス乗車状況平成２３年１１月 フレックスバス乗車状況
１便 ２便 ３便 ４便 ５便 ６便 ７便 ８便

敬老 3 18 35 34 30 36 37 5
こども 0 0 0 0 0 1 1 0
大人 1 2 0 0 0 2 2 0

平成２３年１２月 フレックスバス乗車状況
１便 ２便 ３便 ４便 ５便 ６便 ７便 ８便

敬老 7 45 65 45 40 44 26 7
こども 0 0 0 0 0 0 0 0
大人 5 6 17 7 3 8 1 3

２



４)仁宇布線デマンドバスの利用実績

○ １日５往復の運行を基本に、予約に応じて玄関先から目的地までの
送迎を行った。
○ ７月から１２月までの６カ月間の利用状況
乗車数 1,944人(前年同時期1,178人、伸び率165％)
１日平均乗車数 12.3人(前年同時期7.5人)
乗車数は大幅に伸びた。しかし、増えた要因としては幼児センターの
通園(小人789人)によるところが大きいため、その分を差し引くと概ね
前年度と同様の乗車数となった。
一方で往復とも運休した割合をみると、全790便のうちの222便の予約
がなく運休(運休率28.1％)しているため、車輛運行経費の一定の節減に
つながった。
また、夏期間には仁宇布地区の観光施設(主にトロッコ王国)に延153
人の利用があった。地域の観光振興の面からも重要な路線であると考え
る。

仁宇布線デマンドバス乗車数集計

５)車両の購入

○ 交通サービス用車両を新規購入し、実証運行を行った。

(１) 市街地フレックスバス用車両
１０人乗りワゴン １台
［装備］パワースライドドア、事業用ワンマンバス改造

車両外装加飾 ほか 一式
納車日 平成２３年１０月２８日

下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り

7月 8月 9月 10月 11月 12月

敬老 63 56 53 55 48 48 45 43 39 38 51 58

小人 46 65 62 64 67 86 63 76 66 77 52 65

大人 17 23 29 38 64 75 55 56 46 43 50 62

17 23 29 38
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(２) 仁宇布線デマンドバス用車両
１５人乗りコミューター １台
［装備］パワースライドドア、事業用ワンマンバス改造

車両外装加飾、行き先表示盤 ほか 一式
納車日 平成２３年１０月２６日

３



７)事業実施効果

８)今後の課題６)収入実績

○ 市街地フレックスバスの運賃設定については、協議会におい
て審議し、昨年の試験実績を踏まえて設定した。
○ 美深町においては従前から高齢者に対し敬老バス乗車証の交
付を行い、バス乗車が無料となるよう助成していたため、フレ
ックスバス、デマンドバスのいずれの実証も同様に取り扱わざ
るを得なく、運賃収入増に結び付かなかった。
○ 幼児の料金についても昨年の実績を踏まえ無料として取り扱
ったたため、デマンドバスは利用が増加したにもかかわらず、
収入増にはつながらなかった。
○ フレックスバスの運行開始月の11月は体験期間とし、気軽に
乗車してもらうことを重点とし無料で運行した。
[運賃実績]
① 市街地フレックスバス 5,470円(12月分)
② 仁宇布線デマンドバス 173,570円(7月～12月)

○ 仁宇布線デマンドバスは予約方法について課題はあるものの、
地域住民には概ね浸透しており、スムーズな本運行移行が可能
と考える。
○ フレックスバスは冬期間の需要については概ね把握すること
ができたが、本運行に向けては夏季や夜間、日曜日の運行の必
要性などについて更に検討を進める必要がある。
○ フレックスバスは、評価時点までに降雪や除･排雪によって
運行に大きな影響を受けていないことから、寒冷･豪雪の当町
においても有効な運行方法と判断できる。
○ 小型車両を導入したため、今後さらに利用者が増加した場合
にスムーズな運行が確保できるか課題である。
○ 今年度は実証であったため、人件費や車両準備費などの運行
委託経費が予想より高額となった。本格運行にあたっては事業
者における費用の圧縮を促ししつつ実施する必要がある。
○ 市街地フレックスバスは最終的に町以外の事業体による実施
が望ましいため、参入できる事業者の育成等を早急に考える必
要がある。７)事業実施効果

○ 実際に車両が運行したことによって、まちづくり懇談会等で

話題に取り上げられるなど住民の公共交通に関する関心が昨年

よりも高まった。

○ 以前から、住民や議会から要望の高かった市街地のデマンド

型交通サービスを実証することができ、昨年の循環型よりも利

便性の高い運行形式に対して、利用者から一定の評価が得られ

ている。

○ フレックスバスは、ハイヤー利用者以外の新たな交通利用者

の掘り起こしにつながった。

○ 実証によって、高齢者等の交通弱者が病院や商店への移動の

他に文化活動参加の際にも多く利用されていることが明確にな

った。

○ 運賃に関して大きな不満は聞かれないことから、設定が概ね

適切であったと評価できる。

要がある。

・コミュニティバスは本格運行に向け１１月より１日８便の実証運行を行っ
ており、住民の新たな足となる交通サービス構築に努めている。今後は利用
者からの改善要望にどう対応していくか、検討を要する。
・デマンドバス（仁宇布線）は住民の利便性向上及び地域の足の確保を目指
し、７月より実証運行を行い、本格運行に向けて必要な検証を行っている。
・それぞれの実証運行について、利用者数の把握、アンケート調査の実施等
により、利用者ニーズの把握・分析を行ったことで、事業の適切な評価をす
ることができた。
・今年度全戸に設置された光ファイバー網による防災端末装置を用いて、運
行の周知やPRを行った。

・自己評価のとおり。
・自立性・持続性を考慮した取り組みが行われ、本格稼働に向けた必要な検
証が行われており、今後の地域に適した交通体系の構築を期待する。
・デマンドバス（仁宇布線）については、観光施設であるトロッコ王国を訪
れる際に利用するケースが多い。観光振興という視点から町やトロッコ王国
を運営するNPO法人のHP等を活用し、広くPRすることも有効と考える。

自己評価のポイント

二次評価のポイント

４


